
日本語日本文学科の授業改革の為に
同志社女子大学における

「身体表現ワークショップ」の実践報告

生 井 知 子

石 本 興 司

大学 の授業 改革 の必要性 が言 われて久 しい。 だが、現実 には、 ファカル ティ ・

デ ィベ ロップメ ン トの講演会 や授業 ア ンケー トの実施 がなされるに留 まり、具体

的 な授業 改革 を 目指 そ うとして も、予算獲得 す らままな らないのが現 状で ある。

本稿 は、同志社女子大学 日本語 日本文学科 の授 業改革 へむけての模 索の試 みと

しての 「身体表現 ワー クショップ」 の実践報告 であ る。

「身体表現」 には、 福祉 ・教育 ・心理 ・芸術 など、 多 くの方面 の専 門家が期待

を し、 関心 を寄 せてお られるが、 それを指導 で きるファシ リテー ター(物 事が う

ま く運 ぶよ うに便宜 を図 った り促 した りする者)は 少 な く、内容 的に も、 まだ ま

だ吟味 が必要 な分野 であ る。 そ もそ も 「身体表現 」 と一 口に言 って も、内容 は多

種多様 であ り、期待 が強い割 りには、 その実態 は具体 的には知 られていな い。

これか らご紹介 す る同志社女子大学 におけ る 「身体表現 ワーク ショップ」 は、

派手 なパ フォーマ ンスを実践 す ることを 目的 とした ものではな く、 内面 的な もの

を育 てよ うとす る文学教育 の一貫 としての ワーク ショップであ り、今後 の 日本語

日本文学科 の授業 の新 しい可能性 を指 し示 す ものであ る。

この実 践報告 は、まだ初歩 的な段階 の ものである。 だが、大学教育 は、情報を

関係者 が共有 し、次 のステ ップに向けて問題点 を明 らかに しっっ、 日々具 体的に

改良 して行 かな くてはな らない ものであ る。十年後、二十年後 を待 って、 ワーク:

ショップの完 成形 態を公 けにす るよ り、取 りあえず見 出せ た方 向性 を指 し示す こ

とこそが、大学人 としての我 々の使命 である と信 ず る。

本稿 において、第一部 として、 同志社女子大学 で 「身体表現 ワーク ショップ」

が実現 するに至 った経緯 と今後 の展望 を、 それに携 わ った生井知子が執筆 し、第
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二部 と して、「身 体表 現 ワー クシ ョップ」の方 法論 と具体 的 な内容 を、 ワー ク

シ ョップの講師 を務 めた石本興 司が執筆 した。第二部 こそが、本稿の主要な部分

で ある ことは言 うまで もない。

授業改革 のための共同研究 は、全体 を共同執筆 という形で公表す る場合 も多 い

が、 それが名実 と もに可能 なのは、共同研究者が、専門を一 に し、職場 を恒常的

に一 に しているよ うな場合 であろ う。今回の場合、生井知子 は、 同志社女子大学

日本語 日本文学科 の専任教員 として新 しい授業を プロデュースす る立場 にあ り、

石本興司 は、俳優 ・演 出家 ・俳優養成家 と して ワーク ショップの講師 を依頼 され

た立 場 にあ る。両 者 は違 った専 門領域 を持 ち、違 った模 索 を しな が ら、今 回 の

「身体表現 ワーク ショップ」 を実現 するに至 っている。 歩 んできた道 の りが全 く

違 うだけに、 お互 いの問題 関心が完全 に一致 して いるわ けではない。従 って変則

的に見 えるか も知 れないが、 実情に即 した ものと して二部構成 を取 った。

専 門を異 にす る大学 の専任 教員 と非常勤講 師が、一っ の授 業改革 のために、 ど

う関わ り得 るのか、 その模索 の試み として も、 お読 み頂 ければ幸 いである。
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経 緯 と 展 望

1こ れまでの経緯

生 井 知 子

まず、 同志 社女子 大学 にお いて、石 本興司氏 による 「身 体表 現 ワー クシ ョッ

プ」が実現す るに至 るまでの経緯 について述べて おきたい。

日本語 日本文学科 の授業 の中で、私 は、学生 に、小説 を実 際に書 いてみる とい

う体験 を して もらってい る。作家が何 を考 え、 ど うい う工夫 を し、 ど うい う苦労

を しているか、 自分 な りに気づ くことが出来、小説 を味わい、研究 す る上で、何

を考 えればよいのかを実感 として理解 出来 るよ うにす るためであ る。

同様 に、演劇 も、鑑賞 す るだけで はな く、 自分達 で実際 にや ってみ る ことに

よって、表現 す る側が何を考え、 どうい う工夫 を してい るか、気づ くことや見え

て くるものがあ るので はないか、小説 と演劇の方法の共通点や違 いな どにっ いて

も意識す るきっか けになるので はないか、演劇 を授業 に取 り入れ られ ないか と、

私 は考えた。

日本語 日本文学科 は、 その本来 の性質か らい って、座学中心 にな らざるを得 な

い。が、 日本語 日本文学科 の学生 にとって、本質的で あ りつ っ、座学 では得 られ

ない刺激が、演劇 の取 り入 れによ って可能 になるか も知 れない とも考 えた。

だが、演劇 を指導 で きるど ころか、演劇 を体験 した ことがあ るス タッフす ら、

日本語 日本文学科 の専任教員 の中には居 らず、何 をど うした らよいのか考える手

掛か りす ら見 出せない状況 にあ った。

こうした中で最初 に実現 したのが、同志社女子大学演劇部 およびOGの 協 力に

よる、平成十 四年六 月二 十六 日の 「演劇 ワーク ショップ」および平成 十七年一 月

十九 日の 「演劇 ワー クシ ョップ」であ る。

これ らは、学 生の参加 しやすい水曜午 後に三 時間だ け時間を とり、発声練習 ・

柔軟 体操 、演劇 につ いての解説や、台本読みあわせ、舞台稽古か ら上演 までを、



一通 り ミニ体 験す るとい うものであ った
。

その結 果、 「は じめは緊張 したけれ ど、 皆 の前で演技 をするのは、 や ってみ た

らす ごく楽 しか った」 「もっとや ってみ たい」 とい う声が多 く出、 平 成十七年度

の集 中講義 に演 劇を取 り上 げ ることとな り、 ピッコロシア ターに講 師を依頼 して、

石本興 司氏 を御推挙 いただいたのであ る。

石 本氏 と集 中講義 にっ いて打 ち合 わせ た際、 これまで十分 には配 慮 して こな

か った幾 っかの問題点 が指摘 された。学 生を無理矢理舞 台に上 げて演 技を させ た

りした ら心 の傷 にな る危 険があ る、手順 を踏 まない といけない、短 時間で上演 ま

で持 って行 くのは無謀、演劇 的なエ クササイズは過去 の トラウマに触 れて しまう

危 険があ り指導者 に細心 の注意 が必要、 とい った ことであ る。

実 の ところ、私 は、俳優 な ら誰 で も演劇 の指導 ができ ると簡単 に考 えていたの

だが、 自分 が演技 出来 るとい うことと素人 に指導 が出来 る とい うこと とは全 く別

の ことであ り、指導者 には十分 な知識 と経験 が必要 である とい う初歩 的な ことに

も気 づかされた。

また、 これ まで の 「演 劇 ワー ク シ ョ ップ」 は、短 時 間で の 「演 劇 早 わか り」

「とりあえず、 演劇 とはどんな ものか、 一通 りざっと体験 してみ る」 とい うレベ

ルに留 ま っていたので、新 たに何 を目標 にするのかを考 える必要が 出て きた。

集 中講義 は、 わずか二十時 間ほどの時 間の中で行わ れる ものである。 きちん と

した手順 を踏 みなが ら無理 な く上演 まで持 って行 くには、何 ヶ月 もの時間が必要

であ り、集 中講義 では上演 を目指 すべきではない、学生 は俳優 を目指 してい るわ

けではないので、演技 のテクニ ックを学 びたいわけで はないとい うことか ら、 ま

ず、 自分 の身体、他者 の身体、周囲 の空 間を感 じるところか らスター トする こと

にな った。

こうしたいきさっ で、 平成十七年 九月に集 中講義(六 時間 ×三 日)(ベ ー シッ・

ク ・コースにあたる)が 行わ れ、参加者 の圧倒的 な支持 を得て、教育研究基金 の

援助 によ り、翌平成十八年九月、 ベー シック ・コースと、そ の修了者 を対象 と し

た リフ レッシュ ・コースか らなる 「身体表現 ワークシ ョップ」が実施 されたので

ある。

いず れのコースに も、私 自身、学生 と一緒 に参加 し、石本氏や学生 と意見 を交

わ した ことをお断 りして お く。
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II参 加者の感想
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ワークシ ョップの具体的 な内容 にっいては、後出 ・石本 氏の 「同志社女子大学

における 『身体表現 ワーク ショップ』 とい う試 み」に譲 り、内容が前後す るが、

ワーク ショップ参加者 の感想 を二点 ご紹介 したい。

授業改革のための実践報告 では、参加者 にアンケー トを とった り、 また、参加

前 と後 とで、能力 テス トを した りして、 その授業がいか に効果的で あったか をア

ピールす る ものが多 い。 しか し、 「身体表現 ワークシ ョップ」 は、 実学的 な能力

ア ップのための もので はな く、 その効果 を数値で測れ るような種類 の もので はな

い。 その効果 は、 あ くまで も個人個人 の内面 に起 こるもので あ り、本人が抱 えて

いた問題意識や資質 と も深 く関わる多様 なものなので ある。

従 って、 ワーク ショップの成果 は、各人各様 の感想 とい う形 で しか表 し得 ない

ものである。参加者全 員の感想を載 せる ことは、紙数 の都合 で不可能 なので、今

回は タイプの違 った二 人の参 加者 の声 を ご紹介す ること とす る。 なお、 日本語 日

本文学会会誌 「こむ らさき」(平18・3、19・3)に も参加者 の感想 を掲載 し

てい るので、併せ てお読み頂 きたい。

まず一人 目は、現代 こども学科学生 の岩 島由美子 さんの感想 であ る。岩 島 さん

は、平成十八年 にベー シック ・コースを受講 している。

一
六

*

岩 島由美子

身体表 現 ワーク シ ョ ップ とい う名前 を見 て、最初 は 「何 か固 そ うだな。」 と

思 って受 講 しよ うか迷 いま した。 けれ ど実際に受 講 してみて、参加 して本当 に良

か った と思 っています。

コウち ゃん こと、石本興司 さん はす ごく楽 しい人で、遊び をとお して私た ちに

色んな ことを教 えて くだ さいま した。 コ ミュニケ ーシ ョンの大切 さ、言葉の意味、

体を動かす ことで得 られ る もの、伝わ るもの、言いっ くせな いほどです。何 より、

あんな に心か ら大 きな声で笑 ったの は久 しぶ りで、顔 の筋肉が いた くなるほどで

した。

こども学科で参加 したのは私一人で、最初 は寂 しいと思 っていま したが、 ワー



クシ ョップを通 して、年上 の人 と もそ うでない人 と もす ぐに うちとける ことがで

きま した。体 を動か して自己紹介 をす る ことです ぐに他 の人 の顔 とあだ名、個 性

を覚え ることがで きま した。 そ して何 よ り、 自分 を表現す る力 が知 らず知 らずの

うちに身 にっ いて いた ことが驚 きで した。 まさに 「コウち ゃんマ ジック」 とい う

感 じです。

また、 コウちゃんが教 えて くれた演劇 の技術 もす ご く勉 強にな りま した。演 じ

て いる人が伝 えよ うと している ことを、観客 にど う伝 えるか、 自分 が伝 え る側 に

なって初 めてその苦労 を知 りま した。詩 を演 じる時 も、 その詩 をど う演 じれば観

客 にその意図 が伝 わるか、伝 わる こともあれば、 ま った く違 う形 で解釈 された り

と本当 に初 めての経験 の連続 で、 とまどい もあ ったけど楽 しか ったです。

この講座 は単位 にはな らないけど、 それよ りもっと大 きい ものが得 られ ると思

います。 また来年 もぜ ひ参加 したいです。

*
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次 は、平成十七年度 の 日本語 日本文学科卒業生 の小林葉子 さんの ものであ る。

小林 さん は平 成十七 年 の集 中講義 の受 講生 で もあ り、平成十 八年 は、 リフ レッ

シュ ・コースに参加 している。

*

国語 科 教 育 に対 す る身体 表 現 へ の期 待

小林 葉子

私 は石本興 司先生(以 下 、興 ち ゃん)の 授業 を二年連続 で受 けた。来 年度か ら

中学校 の国語教員 として働 く者 として、私 は この ワーク ショップで今後 子 どもた

ち との勉 強の中で活 か したい と思 う、三 っの大 きい影響 を受 けた。

一 っ 目は 「私 も芸術 を して い る」 とい うことだ。今 回の ワー クシ ョップで興

ち ゃんは こう言われた。 一
七

芸 術 とは何だろ うか。 「私 は芸術家です。」(注 後出 ・石本興司 「同志社女子大

学におけるr身 体表現 ワークショップ』という試み」参照)と 言 うと、 この国で は

「何 を されてい るのですか」 と聞かれ る可能性 が高 い。 何 を しているのか はっ
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きりしない ものは芸術 でない とい う感覚が あるか ら、質問者 は音楽家か、画家

か、彫刻 家か とい うことを聞いてい るのだ。 しか し 「私 は今 日も道 を歩 いてき

ま した」 とい うことだ って、それが芸術 じゃないと否定 されるのはおか しい。

その道をどのよ うに感 じなが ら歩 くかによっては、道 を歩 くこと も芸術 である。

芸術 は特別 な ことと限定 して はよ くない。

私 はそれ以後、行 き帰 りの道に芸術 を感 じなが ら歩 いてい る。私 は もうす でに

立派 な芸術 家であ る。

二 っ 目は 「自分 を受 け入 れ ること」 である。 『見っ け タッチ』 とい う項 目の中

で、教 室内にある 〈丸 〉に直感で タッチ した時、私 は壁 に張 り付 いていた小 さな

シールに タッチ した。 他の人 は筒状の 〈丸〉 あるいは球状 、あ るいはネ ジの頭 の

よ うな ものな ど、大 きい ものか ら小さい ものまでそれぞれ選 んだ ものが違 った。

他人 が タッチ した 〈丸 〉を見 ると、意外 と教室 内には多 くの 〈丸 〉が存在 してい

るのに気付 いた。 そ して逆 に私 はなぜ多 くある 〈丸〉 の中か ら、 そんな変 な シー

ルに タッチ したのか と自分 に疑問を持 って、恥 ずか しい気分 にな った。 しか し興

ち ゃんはみんなに対 して 「その 〈丸〉を選ん だ自分 を受 け入 れよ う。」 と言 った。

私 はそ こでその 〈丸〉 を選んだ 自分に対 して(自 分 って面 白いヤ ッだな あ)と 自

分 を受 け入 れた。 す ると自分であ る自分 が自分 に受 け入 れ られ る喜 びを味わ った。

周 りを見 てみると、 なぜかみんな もホ ッとしたよ うな顔 を していた。みんな も私

と同 じよ うに思 ったのか もしれない。 そ う思 うと、 それ も嬉 しか った。

三 つ目は 「想像力 の果 て しない広が りとみんなが持 つ可能 性の大 きさ」 であ る。

ワーク ショップで行 われて きた 『詩を身体 で表現す る』 ことや 『場 面や物 を身体

で表現 する』 ことや 「一 枚の写真か ら一人 の人物 を作 る』 な どの項 目の中で、 自

分 の想像力 が止 ま らな くな ってい った ことへ の驚 き、他人 の私 とは違 う方 向へ広

が ってい く想像力 に出会 った時の驚 き、 そ して他人 と想像 力を共感 しあ った時の

感動 など味 わ った。

昨年 『詩 を身体で表現 す る』 ことを行 って以来、私 は詩 に対す る考えが変 わ っ

た。 詩 に出会 うたび に、(こ の詩 な らどの ように朗読 しよ うか。 身体では どう表

現 できるだろ うか。 あの友人 な らこの詩 をどのよ うに表現 す るのだろ うか。)と

考 えるよ うになった。詩 は声に出 して表現 して、初 めて完 成す る芸術ではないか



と思 うようにな った。

今年 は 『一枚 の写真 か ら一人 の人物 を作 る』 とい うことを した。 それは とて も

楽 しか ったのだが、非常 に頭 の痛 い作業 であ った。私 は四人 でザ ンプ ロ ッタ ・

アー レー ンとい う男性 の人生 を考 えた。名前 も国 も家族構成 もすべ て 自分たちの

想像 なのだが、何 で もあ りか といえばそ うではない。 四人 の想像 をす り合わせて

い くこと も大変 だ った し、 ザ ンプロ ッタの人生 の細部 にまで想像が及 べば及ぶ ほ

ど、彼 の生 い立 ちや住 んでい る国の政治 の情勢 も気 にな って くる。 ま るで彼の人

生 を、背負 わなければいけないよ うな重荷 も感 じた。 この経験 か ら小説家 は物語

の主人公 の人生 を、背 負わな ければいけない辛 さがあ るのではないか と感 じた。

想像力 とは単 な る勝手 な妄 想ではな く、他 人の人生 にふみ込んでい く力が あり、

色 々な立場 を考え ることが出来 る力を持 ってい ると、改めて実感 した。

日本 語 日本 文学 科の学生 は、多少の差 はあ るにせよ、言語や文学 が好 きな学生

だ と思 う。今 後 日学の学生が 日本の高い文化や芸術を継承 し、新たに創造す る役

目を担 うために、身体表現の領域を授業 に取 り入れて、言語や文学 の領域が特殊

と思い込 まれ る芸術の枠 に収 まることを防がな ければ いけな いと思 った。

現在 すでに学校現場で働 いてい る友人や先輩方 と今の子 どもた ちの現状 を話 す

と必ず といって いいほど出て くる問題 は、 コ ミュニケー ション能力の低下(言 語

訓練の不足、表現方法の稚拙 さ)と 想像力の欠如で ある。 しか しそれ らは人 間が

人間 と して生 きるために最 も失 って はいけないもので あ り、失 いっっ あるな らば

必ず取 り戻 さなけれ ばいけない ものだ。

私 は来年度か らこのワーク ショップで得 た ものを現場 で活 か して、想像 力 と表

現力 という人間 が持 っているすば らしい能力 を引き出す よ うな授業 を展 開 したい。

そ して 日常 に芸術 を感 じ、豊 かな人生 を生 き られるよ うな生徒 を育て たい と思 う。

今後 もこのよ うな ワーク ショップが行 われるな ら、時間 の許す限 り勉 強 しに来た

いと思 う。

*
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皿 今後の展望 文学教育と身体表現

今 回の 「身体 表現 ワー クシ ョップ」 に私 自身参加 し、学生 とも意見 を交わ して

明 らかにな った ことは、 こうした試 みは 日本語 日本文学 科の学生 の心 を特 に惹 き
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付 けるということ、彼女 たちが、 イマジネーシ ョンを広 げること ・演出 というも

のに深 い興味 を抱 き、 自分 も表現 したい ・また味わ いたいとい う強 い欲求を もっ

て いるということで ある。

小林葉子 さん の感想 にもあ ったが、 私た ちは、 【一枚の写真か ら一人 の人物を

作 る】 エクササ イズで、 どこの誰か分か らな い人物の写真を見っ めなが ら、納得

の行 くまで人物像を探 って い くのに熱中 して飽 きることを知 らなか った。 どこの

国の何歳 の人で どん な家族構成、 どん な職業… という所か ら始 めて、好 きな食べ

物 は何 だろう、趣味 は…と人物像 を立体化 させて行 くことの大切 さと楽 しさ、 そ

の人の人生が納得行 く形で丸 ごと手 に入 った時の醍醐味 を味 わ った。小林葉子 さ

んの感想 にあったように、 それ は小説家の創作活動 と似 た もので あった。

後 出 ・石 本氏 の解説 に もあ るが、【詩 を演 じる】エ クサ サイ ズで は、例 えば

「秋の夜 の会話」 という短 い詩 に、 こん なにも演出の可能性が あるのか と驚 き、

細か い仕草か ら、寒 々と した空間 の広が りや孤独感を感 じることが 出来 た。椅子

の使 い方一つで、空間の イメージが全然変わ って くることも、ゼ の角度か ら見せ

るか によって、主題が変わ って くることも、実体験 と して理解で きた。

私 自身が興味深か ったエクササイズに 【目が見えな い人が紙っぶて を拾 う】 と

いうものが ある。

この エクササイズの第一段階 は、紙 を丸め、後ろ に投 げる、投 げた方を振 り向

いて位置を確認 した ら、 目をあけたまま、 目が見えない演技 を して紙っぶてを拾

いに行 くとい うものであ る。

第 二段階 は、投 げた紙つぶての位置を確認 す るところまで は一緒だが、今度 は

目をつぶ って拾いに行 くとい うものであ る。

この エクササイズ は、 自分がす るの も、また他 人が してい るの を観察す るの も

面 白い。あ る人が、第 一段階の時、紙 っぶての直 ぐそば まで来て、横 に曲歩 って

行 ったのを見た時、私 は嘘 くさいと感 じたのだが、実際 に自分が第二段階で 目を

っぶ って歩 き出 した ら、見当違 いの方 向を向いて歩 いていた。

また、第一段 階を 自分 が した時 は、 紙っぶてをす ぐに取 るの も不 自然だ し、い

っまで も見 っか らないの も不 自然だ と感 じて苦労 したのだが、第二段階を人がす

るのを見 ていた ら、笑 いた くな る位、 紙っぶてのす ぐ横 まで手が行 くのに、そ こ

だけさわ らず必死 に探 し回 っていた。



歩 き方 も、第一 段階で は、頭 で考 えた 目が見えない状態なので、実際 にはどこ

に障害 があ るか分か って比較的平 気で歩いて しまうが、第二段階で 目をっぶ ると、

途端 に及び腰 になり、いっ壁にぶっか るか とこわ ごわ進む ことにな り、見て いて

全 然違 う。手で慎重 に床面を探 って安全 に進んで いるっ もりだ ったの に、頭が突

然椅子 にさわ って び くっと した りす る。

こう した エクササ イズは、表現 というものの本質を私 たちに教えて くれ る。 目

の見えな い人 を演 じる俳優が、背筋を伸 ば して スタスタ歩 いた ら、大根役者 と言

われ るだ ろ う。 だが、本当 に目が見え ない状態で演 じた ら観客 に説得力が あるか

というとそ うではない。紙っぶての直 ぐそば まで来て、横 に曲が って い った参加

者の姿 を私が嘘 くさい と感 じたように、 それが 目が見 えない人の現実 である とし

て も、嘘 くさ く感 じられることは多 いだろ う。

演劇 も文学 も、事実 の再現 ではない。嘘 くさい事実 ではな く、真実 らしい嘘を

表現 しなければな らない ものなのだ。 こうしたエクササイズを通 じて、私 たちは、

演劇 と文学 の基本 を納得 することが 出来 るのである。

こうした ことを考 え ると、 「身体表現 ワーク ショップ」 には、 「遊 び」 「教育」

「自我論 ・関係論」 な ど色々な発展 の方 向が考 え られ るが、 「表現 とい うものの本

質 を考 えさせ、文学 を味わ う力 を伸 ばす」 とい う方 向性 を目指す こと こそが、同

志社女子大学 日本語 日本文学科 の学生 に とって最 も刺激 的である と言 えよ う。

この方 向性を強 く打 ち出 して、 エ クササイズの内容 を組 み立ててい くことこそ

が肝要 なのであ る。 「身体表現 ワー一クシ ョップ」 には、 多様 な可能性 があ るだ け

に、 しっか り した目標を設定 しない と、"身 心を開放す る""他 者 を受 け入れ る"

とい った レベルで(勿 論、それだけで も大変 意義深い ことで はあ るが)終 わ って

しまうことにもなりかねないのであ る。

小説 というものは、文字だ けを使 って描かれた非常に抽象的な もので ある。だ

が小説 の一っ一っ の言葉 は、辞書的な意味を超えた様々なイ メー ジを喚起す る強

い力を もって お り、読者が、それを味わ うデ リケー トかっ力強いイマ ジネーシ ョ

ンの力 を持 てた場合、 そこには現実以上 に リアルで豊か な世界が立ち上が るので

ある。 それ は、舞台 演劇が映 画な ど と比べて抽 象的 であ り、観 客 の側 にイマ ジ

ネー ションの力 があ って初 めて十分 に味わえ ることと似て いる。両者 は、抽象 的

で あるか らこそ、 イメー ジが より豊か に膨 らむ という点で、 よ く似た本質 を もっ
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てい るのだ。

また、小説家 は、常 に何を どう見せ るか、 とい うことを意識 して作 品を構築 し

てお り、演出 とい う視 点 は、演劇 とともに文学 を理解 する上 で も、 きわめて重要

な ものなのであ る。

そ こで、 今後 の方 向 として考え られ るのは、 「演劇 の上演 は、 目指 さない。 う

まい演 技の仕方 を習 うとい う方向は とらない。 む しろ、身体表現 を通 じて、深 い

イマ ジネー ションの力 をや しな う、 どう見 せるか とい う演 出にっいて自覚 的にな

る、即 ち文学 を味 わ う力を伸 ばす ことを目的 とする。更 には、表 現する こと ・創

作 する ことの楽 しさを味わい、表現力 ア ップへのモチベー ションを高 めてい くこ

とを目指 してい く。」 とい うことであ る。

よ り具体 的な可能性 としては、

○他大学 では例 をみないよ うな、文学教育 の基礎訓練 と しての身体表現 を実現。

○それ 自体 で完結 してい る小説 の読 み方 とはちが った読 み方 を必要 とす る、空 白

部分 の多 い戯 曲の読 み方 を学 んでい く。

○ イマ ジネー ションの力 がない と味わえない詩 の読 み方 を トレーニ ングする。

○演劇 の味 わい方 を学 ぶ。

とい うことが考 え られ よ う。

それ にむけて のエクササイズの絞 り込 み、重点 の置 き方 の工夫、 また同志社女

子大学 日本語 日本文学科 の学生 に向いている詩や戯曲 の具体 的な選定 とい うこと

が、最初 に踏むべ きステ ップとなろ う。

そ して私が果 たすべ き役割 とは、 ワークシ ョップの場 をプ ロデュースす ること

だけで はな く、 ワーク ショップが終 わった後 の話 し合 いを担 うことであろ う。

ワーク ショップの後、参加者 の中には、 自分 自身や他者 のあ り方 について、 ま

た表現 というもの にっ いて、様 々な気づ きが徐 々に生 まれて くる。 それを丁寧 に

味わ い、分か ち合 って い くことによ って、 ワーク ショップは、単 なる楽 しい体験

を超 え た もの とな る。参 加者 た ちの気 づ きをよ り深 め て い くこと、 さ らには、

ワークシ ョップの体 験 を、芸術表現 というものの本質 につ いての気づ きにまでっ

な げて い くこと、 これ こそが私が為すべ き仕事な ので ある。 ワーク ショップ後 の

こうした体験を重視 す ることによって、 「身体表現 ワーク ショップ」 は、 日本語

日本文 学科 の本 質的な授業 と して位置づ ける事が 出来 るので ある。



【第二部】

同志社女子大学における

「身体表現 ワークショップ」 とい う試み

1方 法 論

石 本 興 司

1.「 私 は芸術家で ある」 という仮定

私 の主 な職能 は、 「俳優」 「演出」 「俳 優養成」 の三 っですが、 それ らのいずれ

か、 あるいはその全 てに期待 されて、学校 とい う現場 において授業 を担 当させて

頂 くよ うにな って十年余 りが過 ぎます。

しか しなが ら、当初、 それ らの現場 のい くっかでは、私 の職能 はたい して役 に

立っ ものではあ りませんで した。 なぜな らば、生徒 は俳優 で も俳優志望 者で もな

いか らです。生 徒の大部分 が演 劇に全 く興味がない場合 も少 な くあ りませんで し

た。 「演 出」 や 「俳優指導」 という仕事 は、 俳優やその志望者 にモチベ ーシ ョン

があ った上での作業です。演劇 をや る気のない者 は扱 うことがで きな いのです。

そのよ うな理 由か ら、 「演劇人」 と して学校 に赴 くだけでは、 たい した役 には立

たない とい う体験をず いぶん して きま した。

日
本
語
日
本
文
学
科
の
授
業
改
革

の
為
に

そ こで、 そういった経緯の結果、私 は 「自分 は芸術家で ある」 と仮定 して、 自

らの職能 を新 たに見っ め直す に至 りま した。演劇 はダメで も、少な くと も音楽 や

美術 は、 学 問 として学校教育 に立派 に根付 いて きた歴史 があ ります。 「演劇」 で

はな く 「芸術」 とい う分野 に根差 して考 え、構想 を練 れば、伝え る意味 のある こ

とを少 しは提 出できるので はないか、 と考 えたのです。

この発想 は間違 いではあ りませ んで した。 しか しなが ら、 そのお陰で、私 は想

像以上 に困難 な道程 を歩 まなければな らな くな って しまいま した……。

二
三

学校 とい う場所 で行 われる教育 の大半 は 「学 問的教 育」 です。 その 「学 問的教
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育」において は、生徒 が同 じ知識を得 られるよ うに とか、同 じよ うに問題 を解決

で きるように とか、生徒 に共通す るもの、共通 せねばな らない力 の育成 を 目指 す

ことが大 きな 目的 と言 えます。いわゆる学力 の向上 が重要 な要件 です。 しか し、

「芸術 」 が教育 と してで きる こと、 や らねばな らないことは、 これ とは違 うので

す。 「芸 術」 は、 生徒 の、生 徒である人 間の違 う部分 に こそ光 をあてる ものだか

らです。 「学 問」が 「知性 」を扱 うのだ とすれば、 「芸術」 は 「感性」 を扱 うもの

なのです。 「『自分 は芸術 家であ る」 と仮定す る」 とい うこ とは、 同時 に、 この立

場 に立 たな くてはな らない ことを意 味 しま した。特別 な教員研修 も受 けていなけ

れば、教育者 の意識 さえ もなか った私が、一対多 どころか、一対一 と一 と一 と一

と…… とい う対応で もって授業 を進 めな くて はな らない困難 さを背負 って しまっ

たわけです。 自業 自得で はあ ります が……。

さて、私が同志社女子大学学芸学部で の講師 と して招かれ た根拠 も、私が 「演

劇活動 を指導で きるか ら」で あった、 と思 います。 しか しなが ら、私のや るべ き

ことは、 「演劇」 という使 い慣 れた道具箱を開 けることで はないと考えて いま し

たか ら、 またもや、「自分 は芸術家であ る」 と仮定 して臨む ことに してみ ま した。

いっ もの ごと く困難な道程で あることに変わ りはあ りません。 けれ ども、その道

程 は、私に とって、敬 愛で きる、あ るい はただただ素敵な人たち とのい くっ もの

出会いを生む体 験に ほか なりません。今後 も 「『私 は芸術 家であ る』 とい う仮 定」

を私 が持ち続 け るのだ とした ら、そ うい った出会 い こそが私の人生 の宝物 にな る

か らなんだろ うと、 そ う思 って います・・…・。

2.「 芸術」 の構造

では、 「芸術」 とは何なので しょうか?

二
四

芸術家 の多 くは、 その人生 において熱心 に創作活動 を します。 ある者 は絵 を描

き、 あ る者 は彫刻 を彫 り、 あ る者 は詩 を書 き、 あ る者 は作 曲 を します。 また、

歌 った り、演奏 したり、踊 った り、演 じた り、小説 を書 いた り……、全 てではな

いに しろ、 それ らの行為 も芸術活動 と して位置づ けることができるで しょう。

「芸術」 にっ いて考え るとき、私 は次 の二点 を強調 します。 ひとっ は、「その創



作活動や作品 は 『方法』 や 『手段』 であ る」 ということ。 もうひ とっ は、 「芸術

は伝わ ることで成立す る」 という考え方です。

「あ らゆ る芸術 作品 とは、少 な くとも一人の他人 とっなが りを持っ ため の方法

で ある」 とは、 劇作家 のゴー ドン ・フ ァレル氏 の言葉(「 現代戯曲の設計」 ゴー

ドン ・フ ァレル著/常 田景子訳 〔ブ ロンズ新社〕)で すが、 私 は、 芸術 の構造 と

はこの よ うな ものではないか と信 じて います。 そ して重要 なのは、 この構造 の根

底 には、 「自分 の個人的な認識や体験 を自分以外 の誰か と分か ち合 いたい」 とい

う衝動が存在 して いるということです。 その認識や体験 はその個人 に とって大変

重要 な もので あ り、だ か らこそ、他 の誰か と も分か ち合 いたいと願 うのです。 そ

して、 その ための手段 と して、例 えば芸術行為 が あ るので はな いで しょ うか?

っ ま り、普段、我 々が芸術 と呼ん でいる ものは、 そのよ うな手段や ジャンルの こ

とで しかないので す。
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そ う考 えるな ら、「芸術 を学ぶ」 とい うことと、「芸術 における手段 を学 ぶ」 と

い うことは注意深 く区別 しなければな らな くな ります。我 が国 でのこ とを考 え る

とき、学校 とい う現場 に導入 されている 「芸術教育」 の多 くは、後者 ではないで

しょうか?そ して、 その 「芸術 における手段 を学ぶ」 ときのスター トは、多 く

の場合、 その ジャンルの手法 の基礎 を経験 してみることか ら始 ま ります。

では、「芸術 を学ぶ」 ためには、 ど うした らいいので しょう?

「芸術 を学 ぶ」 場 合のス ター トは、 まず、 その構造 を理解す ることだろ うと考

え られます。 しか し、私 の経験上 では、 このスター トは必 ず しも順 当 とは言 えな

い場合 もあ ります。 なぜな ら、 「芸術」 は、 そ もそ も学 ばれることを拒 む性質 が

あるか らなのです。 「芸術 は味 わ うものだ」 とい うのが私 の考 えですが、 それは、

「そ こにあ るものをそのまま受 け止 める作業」 だ とも言 えます。 ですか ら、 分 析

して理解 しよ うとい う作業 にな じまない性質 を、元来 「芸術」 は有 しているので

はないか と考 え られ るのです。 ま してや、机 の上 だけで把握 しよ うとか習得 しよ

うなど とする と、 「芸術」 は学ぶ には値 しないよ うなっ ま らない もの として振 る

舞 い出 しかねません。

二
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そ こで、 私 は、 「芸術 を学ぶ」 ためのス ター トは、 何 より 「体験的」 な ものに

よ るべ きなのではないか と考えています。 「体験的」 とは、 主観 と客観 が未分化

なままでの純粋 な経験 であ ることを指 しますが、 多 くの場合 、 「身体や感覚 を通

して内面 に働 きかける経 験」だ とも言えます。

同志社女子大学学芸学 部 にお ける講座を 「身体表 現 ワー クシ ョップ」 とい う演

目に設定 した理 由は、 まず、 この点 にあ ります。 私 の提供 したい もの は、 「身体

や感覚 を刺激 して体験 的に学んで い く」 とい う方 法で しか、 成果を期待で きない

事柄 であ るとい うことです。

3.「 表現」の構造

人 はその人生 において 「芸術」 という手段を選ばな くて はな らない、なんて こ

とは勿論あ りません。 む しろ、人 口において見 るな ら、それ を選ぶ人 たちはかな

りの少数派であるはずです。 では、 「表現」 とい う行為 につ いて な らどうで しょ

うか?「 芸術 」は 「表 現」 というカテゴ リーに含 まれ ますか ら、「芸術の構造」

は 「表現の構造」 にの っとって存在 していることにな ります。

それで は、「表現 」 あるいは 「表現の構造」 とは何なので しょうか?

二
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私が 「表現」 とい う分 野 を強 く意識す るようになって以降、 その私 に多 くの知

識 と示唆 と励ま しを与 えて くださった方が いらっ しゃいます。劇作家で演 出家 の

西田豊子 さんです。 その西 田さんが、 「表現」 につ いて、 玉川大学名誉教授 の岡

田陽氏の次のよ うな言葉 を引用 されて います。

「表現 は人間に とって、 いわば呼吸活動 にも例え られ る基本 的な活動です。 人

は、五感を通 して外界か ら様 々な刺激 を受 け取 り、 それ によ って心 の中に起 きた

様 々な反応を、何 らかの方法 で外へ と発信 します。 それが表現活動 であ り、 その

目的 はコ ミュニケー シ ョンで す。表現 は一人一人 の個 に属す る ものであ り、 その

人がその人 らしく生 きるたあに、 また他者や社会 との関係 を築 いて生 きるたあに

不可欠な活動なのです。」(「子 ど もに向きあう表現教育指導者 とは」 西 田豊子著

〔日本芸能実演 家団体協 議会〕)



「表現 の構造」 にお いて重要 な観点 は、 厂まず、 『中身』 が あるとい うこと、 そ

して、 それを在外化 せ しめるための 「方法』 があるとい うこと」 です。

これ は好 ま しくない例 と して挙 げるのです が、子 ど もを対象 とした現 場 におい

て、 主催者側 か らの依頼 で多 い事柄 のひとっ は、 「子 ど もたちの表現力 を伸ば し

て下 さい」 とい うものです。 しか し、仮 に、 この場合 の 「表現力」 とい う言葉が

「表現 の方法 の熟練」 だけを指す のであれば、 この依頼 に答 えるのは大 変難 しい

こと、 あるいは危険な ことだ と言え ます。 なぜな ら、 「表現」 とは 「中身」 あ っ

て の 「方法」 で しかないか らです。誤解 を恐 れず に言 うな らば、敵対感 情 もない

のに強力 な武器 だけを授 けるよ うな ものか もしれません(も ちろん敵対 感情 を授

けること もや りませ んが ……)。 「表現」 において、 まず求 め られ るのは、個人 そ

れぞ れの心 の中に衝動 や思 いや考 えを起 こす とい うことなのです。 したが って、

学校 とい う現場 において 「表現」 とい う行為 を見っ める場合、1)個 人 に対 して

外界か ら様 々な刺激 を与 えること、2)そ れ によって心 の中に様 々な反 応を起 こ

す こと、 この二っ をスター トとす るべ きなのです。 その在外化 を試み た り、 ま し

てや表現力 を磨 くとい う作業 は、論理的 にはその先 の作業 にな ります。
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ま た、 「『表 現 』 の 目的 と は コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンで あ る」 と い うこ と も重 要 な観

点 で す 。

教育 の現場 において 「表現」 という行為 を見っ め直 し、 その上で 「表現力」 を

も高 めよ うとす るな らば、 その環境 にお いて、 自分以外 の他者を設定す る ことが

不可欠 とな ります。複数 の仲間 との関係 を深 めなが ら、共 に経験 して い くことが

大切 なのであ り、教 師である立場 の者 にお いて は、知識 を授 ける者 とい うよ りは

フ ァシ リテー ター(物 事が うま く運ぶ ように便宜 を図 ったり促 したりす る者)と

して存在す る必要が求 め られ ます。 二
七

人 間 にと って排泄 とい う作業が 欠かせ ない ものであ るよ うに、内 な るものを

「表現」 とい う作業 によって外 に送 り出す ことは、 生命維持 に関わ る大事 なこと

だ とさえ言 えないで しょうか?人 は表現 しなけれ ば生 きて は行 けな いのです。



日
本
語
日
本
文
学
科
の
授
業
改
革
の
為
に

だか ら、表現で きるとい うことは生 きて行 くことへ の自信 と肯定感 にっ なが りま

す。 ただ し、 内なる ものが何 もないの に 「表現」 を強要 され ることは、 我 々に

とって非常 な苦痛 をともな うものだ とい うことも見落 と してはいけません。表現

する ことには、 その人 な りの手順 とペースがあるのです。 それを無理 強いされた

ら、強いス トレスを覚 えた り、ひ どい場合 には人格 を傷っ け られた と感 じ、 それ

が トラウマ とな って しま うこともあ り得 るのです。 我 が国 では、 「自己表現 が下

手 であ る」 と思 っている人 が多 いので はないか と感 じませ んか?協 調 や和睦を

重 ん じる国民性 もあるので しょうが、例えば、子供 の時期 に 「表現の強要 を経験

した」 とい う理 由 も案外少 な くないので はないで しょうか?

4.「 身体表現 ワーク シ ョップ」の方法

「『表現』が人間(特 に盛ん な成長段階 にあ る若い人たち)に とって、 たいへん

重要 な要件であ ること」、 また、 「その構造の理解 と習熟 は、 『体験的な方法』 に

よ らなけれ ばな らない ということ」 は前述 しま した。

一で は
、 その 「体験的 な方法」 とは、 どの ような手順 によって展開 されて

い くのが望 ま しいので しょ うか?

私 は、表現の 目的であ るコ ミュニケー ションは、「内面」 と 「身体」 と 「意識」

が三位一体 とな る過程 に おいて果 たされてい くのだ と考え ます。

二
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「表現」 がその目的達成 を 目指 して発展 してい くためには、 個人 にお ける、 そ

の三っ の分野で ある 「内面」 「身体」 「意識」 に注 目 しな くて はな りませ ん。 そ し

て、 それぞれのア ンテナの感度 を磨 きっっ、相互 の連結 を統合す るよ うに働 きか

けて行 くのです。 その上 で、個人 それぞれを育んで行 くとい うのが手順 の概要で

す。

したがって、同志社女子大学 にお ける 「身体表現 ワーク ショップ」 の場合、参

加者 において対象 とす る要素 は、それぞれの 「内面」 と 「身体」 と 「意識」 とい

うことにな ります。 あると きはその一分野に焦点 を当て、 またあ るときはそれ ら

を連動 させなが ら、時 に密度 の濃 い 「表現」 の体験 を試 みて行 きます。



また、全ての 「表現」 は個人 として感 じることや思 うことが始 まりとなるわ け

ですか ら、その個人的作業 に充分 な時間を与え ることや、作業手順へ の意識 を強

く持 って もらうように促 す ことな ども重要 な手 法です。その上で、感受性 を強 く

深 く刺 激す る体験を与 えた り、 その体 験によ って内面に生 じた ことを拾 い上 げて

言語化 に努 めて もらうことも頻繁 に行 います。

さ らに、他 人 と協力 しなが ら創作活動 や表現活動 を行 うことで、最 も内面を刺

激 するであろ う 「人 間関係」 によ って、感受性 を高める経験 を得 た り、 「表現」

の目的であ るコ ミュニケー ションにおけ る課題 を意識 した り、 あ るい は課題克服

の経験 を得 た りもして行 きます。 やや大袈裟 な言 い方 か もしれませんが、 「他人

との表現 活動 を経 験す る ことは、人 間 と しての 『生 き方』を学 ぶ ことにっ なが

る」 と私 は考 えています。 また、 ささやかではあ って も、創作活動 や表現 活動 に

おける達成感 を経験 して もらうこと も、 その後 の人生 に とって大変有意義 な もの

となるはずです。
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実際 には、 「ゲームあそび」や 「エクササイズ」、 あるいは 「ミーテ ィング」 と

いう形 を とって進行 します。 そ して、 その過程 にあっては、楽 しくリラックスで

きる ものであ ることを心が けます。その先 へ進 みたい とい う参加者 の モチベー

ションな くしては、「身体表現 ワーク ショップ」 は成立が難 しいのです。 ただ し、

肉体的 や生理 的に集中力の低下が見 られ る場合 は、進行を いったん中止す るとい

う判断 も重要 です。 「表現」 とは日常 にお いて も絶えず行 う活動で はあ りません

か ら、 これ は当然の ことです。特 に密度の濃い 「表現」 を行 う場合 は、「リラ ッ

クス しっっ集 中で きて いる状態」であ ることが望 ま しいのです。

補足 と して、教育現場 にお ける表現活動への 「評価」について も述べて おきま

す。確か に 「表現力」 とい う観点を持っ 「表現の方法」に は技術的な側面が あり

ますか ら、 その分野だ けを抽 出す ることがで きるのであれば、能力評 価をす るこ

とも可能だ とは思 います。 しか し、「表現」の構造 とは、「内面あ っての方法」な

のです。 「内面」 を誰が評価 で きるので しょうか?そ の人 が感 じた ことや思 っ

た ことは、誰 にも奪えない不可 侵な領域 にあ るはずです。 そのよ うな理由か ら、

「内面 」 という分野を含んだ表現活動 には、能 力評 価の ごとき 「評価 」 はそ ぐわ

二
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ない と私 は考えています。 で きることがあ るとした ら、 それは示 唆や暗示 として

のサ ジェスチ ョンだ けではないで しょうか?
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1[具 体的な展開例

以下、同志社女子大学学芸学部 日本語 日本文学科 にお ける平 成十七年度お よび

平成十八年度 「身体表現 ワーク ショップ」 の実施内容か ら、一部抜粋 して紹介 し

ます。

【見つ け タッチ】

リーダー(教 師や前述 のフ ァシリテーターを指 します)の 指示す る 「物」 や

「場所 」 を、 部屋 の中か ら見 っけ当てて、 それに タッチす るとい う遊 びです。 例

えば、 「丸 い もの」 「三角 の もの」 「赤 い もの」 とい った形 や色 に関す るもの。 さ

らに、 「この部屋 の中心」 「宝物 を隠す場所」 「顔 に見 える もの」 とい った個性 に

よ り選択が大 きく異 なるだろ うと思われ る指示を出 していきます。

三
〇

この遊 びは導入期に特 に有効です。外界への回路を開 くと同時に、 自分の内面

に生 じる 「好み」を選択 す ることに能動的 にな ります。また、個 人の価値観 は人

それぞれ なんだ とい う事 実 にも、 あ らためて気付か されます。 「この部屋の中心

は?」 と尋ねて、物理的に空間 の中心 を探す者 もあれば、 自分 自身を指 したり、

指示を出 して いる私 にタッチす る者 も現れ たり…… と、個人 によって捉え方 は実

に様 々です。

また、 自分 たちが活動す る場所 を深 く認識す ることや、最初 に自分 の個性 を尊

重 され るとい う経験 は、心 の安定 にっ なが り、不要 な緊張や恐れか らの解放 を促

します。 その上で、 それ らの発見 を全体 に も紹介 して い くことで、共有 や共感 を

覚 えた り、違 いが存在す る当た り前 を認識 して もらいます。 さ らに、想像力 を発

揮す る楽 しさを経験す ることで、 今後 の活動 への期待感 に もっ なが ります。 「子

猫 が一 匹入 って来 ま した。 さあ、 ど こにいっ く?」 とい う設問 では、 いっのまに

か本人 が子猫 その ものにな って しま ってい るケース も現 れた りしま した。対象 に

同化 しよ うとする傾 向は、深 い想 像力が働 いてい る証拠 なのです。



【誰かの フ ァンにな ろう】

「見つ けタ ッチ」の次の段階 と して行 う遊 びです。部屋の中 にいる 「人物 たち」

にまっわ ることにっ いての設問を受 け、 その うち一人だ けを選択 して、 その人物

の フ ァンにな って、 その後 をっ いて歩 き ます。例え ば、 「眼鏡 をか けてい る人」

「黒い服を着て いる人」「お しゃれだ と思 う髪形の人」 といった外見 に関す るもの。

さらに、 「蠍座だ と思 う人」 「一番 お金持 ちだ と思 う人」 「犬を飼 って いると思 う

人 」 とい った想像力をか きたて るものへ と指示を変 えてい きます。

表現 活動で扱 う対象の うち、最 も複雑な ものは 「自然」で しょう。中で も 「人

間」が最高に複雑な ものだろ うと私 は考えています。 この段階で、そ の 「人間」

への アクセスを少 しだ け試 みてお きます。「人が人に興味を持っ」 とい うことを、

ファンにな って、その後 を歩 く(も しくは歩かれ る)こ とで体験 します。 ほんの

一 時的にせよ
、 「誰 かを好 きにな って、 その後 を歩 きたい」 という 「衝動」 を抱

いて もらうことも重要 な ことです。 「衝動 が生 まれ るのを待 っ」 の も大事な こと

ではあ りますが、 「衝動を起 こす」 とい うの も、 表現活動 に とっては必要な こと

なのです。
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【ク ラップの会話 】

ノ ンヴァーバル(言 葉 を使 わない)コ ミュニケー ションの遊 びです。二 人一組

とな って行 います。一方が ク ラップ(拍 手)や ス トンプ(足 踏 み)を 行 い、他方

がそれをそ っくり真似 するとい うのが基本 です。 これを交互 に行 います。次に、

一方 の クラップやス トンプを受 けて
、他方 はそれを 「歩 く」 ことで表現 します。

ク ラップやス トンプ とい った外 的刺激 を受 けて、感 じた ことを 「歩 く」 とい う方

法 で表現 するわけです。言葉 を使 わない ことは、感受性 を素直 に働 かせる効果 を

持 ちます。 その上 で、 「表現 の基本形」 を体験 させ るのです。

また、 この後 に続 くゲーム あそびや エクササイ ズ もノ ンヴ ァーバ ル コ ミュニ

ケー ションを通 じて行 われ る ことが多 いのですが、 この遊 びは、 そのための導入

部 と もな ります。

=
=
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【歩 く ・止 まる ・スローモー ションで歩 く】

最 も簡単 な運動 としての 「歩 くこと」 と 「止 まる こと」 を意識 的に試 みます。

リー ダーの指示 によ り、歩 いた り、止 ま った り、また歩 き出 した り、急 に止 ま っ

た り、急 に歩 き出 した り……、 とい った遊びです。男女 が混在 している場合 な ど

は、最初 の合 図で 「男性 だけが止 まる」、 次 の合図で 「女性だ けが止 まり、男 性

は歩 き出す」 とい ったバ リエー シ ョンも可能です。 自分 の 「身体性」 に 目を向 け

て もらうとい うのが第 一の 目的です。

「歩 く ・止 まる」を楽 しめた ら、次 に、「スローモ ーションで歩 く」 という指示

を出 します。 突然 の切 り替 えに、 「なんば歩 き(同 じ側の手足が同時 に出て しま

う歩 き方)」 にな ってみた り、 「っ ま先か ら着地す る歩 き方(通 常 は踵か ら)」 に

な ってみ たりす る者がた いて い続出 します。 その後、通常のペー スで歩 きなが ら、

「歩 く」 ことの メカニズムを再確認 します。

また、 試み と して、 「スローモー ションで後 ろ向 きに歩 く」 も行 います。 この

場合、 再現 で きる者 がほ とんどいない ことが多 いで しょう。 その理由 は、 「我 々

は、 日常 において後 ろ向 きで歩 く経験が ほ とんどないか ら」です。 この失敗例か

ら、 「まず、 で きることか ら始 めよ う」 とか 「日常 で行 って いることを使 って、

再発見 しよ う」 という姿勢 を確認 する こともできます。 「身体表現 ワーク ショッ

プ」 において は、 「無理 をす ることや必要以上 にがんば ることは しない」 とい う

のが基本姿勢 です。

三
二

自分 自身 の 「身体」 とは 「表現 において最 も頼 りになる器」 です。 「言葉」 や

「動 き」 も 「身体」 に含 まれます。 「身体 の可動性を レベル アップす ること」 は

「表 現」 にと って重要 な ことで はあ ります が、 それ以上 に重 要 なの は、「現在 の

『身体性 』を認識 す ること」であ った り、「現在の 『身体』 に存す る潜在的な能力

を引 き出す こと」のはずです。また、既存の表現方 法に安易 に迎 合す るので はな

く、 自分 の 「内面」 を他 の誰で もない 自分 自身の 「身体 」で在外 化す る体験 は、

「表現 す る者 としての 自信 」を生み出す ことにもっなが ります。

【変 身】

リー ダーの出題を受 けて、全身で 「物」 に変身す る遊びです。ただ し、二人以



上が組 にな って行 います。言葉 を使 っての相談 は禁止。短 い制 限時間内で、ひ ら

めきと想像力 によ って造形 を試 みます。 例 えば、 「二人組 で携帯電話 」 とか 「別

の二人組 で生 ビール」 とか ……。 さ らには、 「三人組 でオー トバイ」 になって走

りまわ ってみた り、 「四人組 で大蛇」 にな って他 の蛇 たち と格 闘 してみ たり……

と、様 々に展開す ることも可能 です。 「ペ ンとノー ト」 や 「タバ コと灰 皿」な ど、

二人 が別々の物 に変 身する出題 パ ター ンもあ ります。「重 い と軽い」や 「男 と女」

な ど、 抽象的な出題 も発展 が期待 で きます。 「参加者全 員でデ ィズニ ーラ ンド」

な どの ように シチ ュエ ーションを造形 す るの も様 々な展 開が見 られ、大変盛 り上

が ります。
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造 形 の完成度を求あ るので はな く、創 作のプ ロセスを重要に します。即興的 に

生 じる創作の方向性を感受 しなが ら、その中で 自分の役割を見っ けて、他人 と協

力 しなが ら完成を 目指す とい うプ ロセスに は、「他人 との協業」や 「組織 と個人」

とい った課題 とも深 く関係 して います。

また、 この段階か らは鑑賞す る側 も設定 して、仲間た ちの造形を味わ うことで

想像力 を育む ことも重要です。

【手つな ぎ鬼 ごっこ】 と 【人間知恵の輪】

「身体表現 ワーク ショップ」 で は、 参加者同士での 「皮膚接触」 を取 り入れ た

ゲ ームや遊 びを意識的 に導入 します。

「手っ なぎ鬼 ごっこ」 はその一例。 一人 の鬼か ら始 ま って、 タ ッチされた ら鬼

となって手 をっないでいき、鬼 たちが列 になって い くとい う鬼 ごっこです。 タ ッ

チで きるのは両端 の鬼 の片手ずつ だけです。四人がっ なが ると、二人ず っに分裂

す るとい うパ ター ンもあります。次第 に逃 げる人数が減 っていき、最後 の一人が

タッチされた ら終了 です。

三
三

さ らに、全員 が鬼 になった ら、端 と端 の鬼が手 をっ なぎ、 ひとっ の輪 にな りま

す。 それか ら、手 を離 さないで、誰かが誰か の腕 の下 を くぐった り、 しゃがんで

もらって腕 の上 をまたいだ り……。やがて、複雑 に絡 み合 った 「人間知恵 の輪」

がで きあが ります。 お しまいは、手 をつ ないだ まま、全員 で協力 して元 の輪 に戻



ります。皮 膚接触 によ る親密 感や、共 同作 業 によ る一体感 が感 じられ る ことで

しょう。
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「身体表現 ワークシ ョップ」で は、 コ ミュニケーシ ョンの方 法 と して、「皮膚接

触」 と 「アイ コ ンタク ト(目 と目を合わせて意思疎通す ること)」 を頻繁 に用 い

ます。 この二っ は、詳細な情報を伝達す る手段 とはな り得ませんが、お互 いの心

の深い ところに触れて くる力 を持 って います。

「子 どもに帰れ」 とい うのが、 私 の師であ る、 劇作家で演 出家の秋浜悟史氏 の

教えの ひとっで した。 「子 ど も」 とは幼児 の こと、 具体的に は二歳を過 ぎる頃 ま

でを指 します。幼児の大半 はその前後か ら言葉 を使 うようにな り、やがて言語 に

よる思考 を開始す ると言われて います。 そ して、 いったん言 語 による思考 を開始

す ると、 それ以外の方法 は不可能 にな ります。 「子 どもに帰 れ」 とは、 まず は、

言語 に よらない思考をせ よということです。不可能だ として も、それ に近付 こう

と試 みて、 その上で 自分 の感受性の ままに表現 して見せよ とい うことだ と、私 は

理解 して います。赤ち ゃん は自分で は何 ひとっで きませんか ら、 自分の欲求を周

りの人間 に表現 して伝えて行かな けれ ば生 きて は行 けません。ですか ら、 いっで

も全 身で表現す るのです。 全身表現者です。 「皮膚接触」 や 「アイ コンタク ト」

は、そんな全身表現者に帰 るため に、忘れて はな らな い方法 で もあ るのです。

三
四

【瞳を閉 じて】

二 人一組で行 うエクササ イズです。一方が 目を閉 じて、他 方がそれを誘導す る

とい うのが基本 です。人 が 日常得 て いる情 報 は、90%が 視覚 か らだ と言 われて

います。 そ こで、 視 覚を遮断す ることで、 他 の感覚器官をよ り働かせ、 内面 に

様 々な刺激を与え ます。

空 間や距離、時間の認 識が変化 した り、音や光、匂いや空 気の流れ まで も敏感

にキ ャッチす るとい う経 験が期待で きます。 また、物 に触 れ ることで、物質の素

材感 や温度 とい った情報 に も気付か され ます。 さ らには、人 間の顔 に触 る(あ る

いは触 られ る)と い うの も、新鮮な驚 きと発見を もた らして くれ るで し ょう。



「盲 人 とは何ですか?」 とい う質 問に対 して、「目の見えない人の ことです」 と

答 え るの は知識教育の分野にお ける解答 と言 え ます。一方で、 この エクササイ ズ

で得 られ る経験 は、そ うい った知的理解を超 えた心 と魂 に触れ る経験 を与えて く

れ るので はな いで しょうか?

【詩を演 じる】

「詩」 をテキス トに して、その立体化を試み ます。例えば、「秋の夜 の会話(草

野心平作)」。二匹(?)の 会話 によって構成 され た詩です。

まず、読後 に個人 の感想 を聞 き合 います。鑑賞対象 に対 したとき、初 あに個人

の感想 を持っ とい うことはとて も重要 なことです。 そ して、想像 によ って もた ら

され た感想 に対 して、否定 は一切存在 しません。共感 や違 いなどをそのまま聞き

入 れて、 テキス トに対 する参加者 のイメー ジを最大限 に引き伸 ば してい きます。

「秋 の夜 の会話」 の場合 では、 特 に 「どこで、誰 と誰が話 して るんだ ろう?」 と

い う設 問を します。「蛙」 「熊」 「コオ ロギ」 ……、 中 には 「葉 っぱ」 「老人」 「病

人」 とい った興 味深い設定 も飛 び出すか もしれません。

次 に、二 人一組 とな ってお互 いの感想 を聞 き合 います。そ して、二人が この詩

の登場 人物 とな って、 「いっ、 どこで、 誰 と誰が、 なぜ」 とい う設定 を決めた上

で、立 体化 を試み ます。それ らを発表 会で仲 間に披露 し、それぞれの作品を味わ

い、 さらに感想を聞 き合います。
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発表会で は、鑑賞者 たちは 「味わ う」 とい う作業 に徹 します。「味わ う」 とは、

この場合、「詩 の解釈」で はな く、「詩の存在を引 き受 ける」 という経験 のことだ

と私 は考えて います。複数の グル ープが同 じテキ ス トを元 に した場合 であるのに

も関わ らず、 なぜ違 いが あったり、 あるいは共通す る現象が起 きたのかに意識 を

向 けること も重要 なポイ ントのひとっです。 あ くまで も立体化 の出来 の良 し悪 し

につ いては問題 に しません。 三
五

身体表現 による詩 の立体化 によって、書 き言葉 である 「詩」 に血が通 う様 や息

づか いを見 出す ことができるか もしれません。 それは、一見抽象 的な存在 である

「言葉」 に、具体 的な、 あるいは個人的 なバ ックボー ンを生 む作業 であ り、 「詩」



日
本
語
日
本
文
学
科
の
授
業
改
革
の
為
に

と 「自分 の人生」 が深 い ところでっなが ってい く体験 とも言 えます。 また、 その

よ うな作業 を通 して、創作 者 も鑑賞者 も 「表現」や 「表現 の構造」 に関 しての理

解 を一層深 め ることにな るで しょう。

皿 所感、あるいは 「私は演劇人である」という事実

ここまで、 同志社女子大学 におけ る 「身体 表現 ワー クショップ」 について、そ

の方法論 と若干 の具体 的な展 開例 にっいて記 して きま した。

あえて一言 も触 れて きませんで したが、 これ らの理論 や方法、実施例 の大半 は

「表現教育」 と呼ばれ る分野において広 く研究 され、 整理 され、 実践 されて きた

もので す。

実 は私 は、数年前 まで、私 の して きた ことの多 くが 「表現教育」 と呼 ばれる も

のであ った とい うこを理解 していませんで した。 「表現教育」 とい う言葉 さえ知

らなか ったのです。(今 で もそ うなのですが)俳 優養成期 に訓練 と して経験 した

様 々な 「ゲームあそび」 や 「エクササイズ」 を手法 として、学校 とい う現場 に導

入 して いる うちに選択 ・整理 されて形 にな ってい った結果が、授業 の内容 とな っ

ていただけなのです。 その後、 「表現教育」 の存在 を知 り、 信頼で きそ うだと思

える考 え方 にっ いて は手 当た り次第 に盗 ませ て頂 きま した。表現教育指導者養成

講座 などに も参加 し、わず かなが ら体験学習 もしま した。 そ して、そ の結果、私

は純然 たる 「表現教育家」 で はな く、 「演劇人」 として の専門性 を生か しなが ら

現場 に関 わるべ きだ と心 に決 めま した。

三
六

私 は演劇 をす る者 です。演劇 に関 わることで、主 な収入を得て暮 ら しています。

「演劇」 は 「芸術」で もあ り、「芸能」で もあ り、 「娯楽」で もあります。「商品」

や 「興業」 という側面 もあ ります。 も しくは、 その全て を含んで存在す る もので

す。 ですか ら、 私 にっ いて、 「私 は芸術家で ある」 というの は適切で はない気が

して い ます。私 にっ いて は、「私 は演 劇人 であ る」 とい う事 実が あ るだ けです。

「演劇」 という行為の うちには、「表現教育」 とは異 なった り、相反 した り、矛盾

した りす るもの もあります。 しか しなが ら、私 の場合 は、「演劇 」を扱 うことで、

「表現」 について深 く考え ることがで きるのです。私 にとって は、「演 劇人」であ



り続 ける ことが、 「表現」 にっいて最 も実感 を持 って近付 いていけ る道 なのです。

そ して、 「演劇」 と 「表現」 という二っの軸を持 って考察 して い くという、私

の この立場 は、 「身体表現 ワークシ ョップ」 を通 して、 同志社女子 大学 にお ける

授 業改革 の今後の展開の一 部 に既に何 らかの影aを 与 えてい るか もしれない と感

じてい ます。 俳優 と してのモチベー シ ョンがな ければ、 「演 出」 も 「俳優指導」

も無効であ ると冒頭 に記 しましたが、参加者 に何 らかの モチベ ーシ ョンが ありさ

えすれば、 「身体表現 ワークシ ョップ」 は如何よ うに も変化 しなが ら発展 してい

くことが可能で しょう。例え ば、「『文学」 と 『表現』」や 「『言葉』 と 『表現』」、

さ らには 「『言葉』 と 『演劇」」 「『文学』 と 『身体』」…… とい うフィール ドに向

か って旅 を試 みる ことだ ってできるはず なのです。

お しまいに、 この場 をお借 りして、生井知子先生 をは じめとす る同志社女子大

学関係者 の皆様、 そ して、 勇気 と好奇心 を持 って講義 に参加 して くれた麗 しい学

生 の皆様 に、心 か ら感謝 申 し上 げます。
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